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1.〈 ホ ー ム ペ ー ジ作 成 〉 と は
1999年 度 と2000年 度 に 「総 合 」 とい う科 目 を担 当 した 。1999年 度 の
ク ラ ス開 始 時 点 で は,総 合 ク ラス担 当教 師 間共 通 の コ ンセ プ トの よ うな も
の は 明 白 で は な く,各 教 師 が手 探 りで 自分 自身 の考 え る 「総 合 」 を実 践 し
て い った 。 そ の後,担 当教 師 た ち が何 度 も研 究 会 を開 き,コ ン セ プ トが ま
とま っ て きた 。
細 川(2000:PP.20～21)に よれ ば,「 総 合 」 とは,〈 学 習 者 自身 に と っ
て具 体 的 目標 を持 った 活 動 を軸 に,そ の活 動 へ の明 確 な 意 思 を発 信 す る 目
本 語 学習 〉 で あ り,〈 担 当者 に とっ て必 要 な のは,「 何 を教 え る の か」 とい
う内容 項 目で も 「どの よ うに教 え る の か」 とい う教 授 方 法 で もな く,学 習
者 が 主体 的 に表 現 す る た め に は何 が必 要 か とい う環 境設 定 に お け る組 織 化
と支 援 の た め の 「方 法 論 」〉 で ある 。
筆者 は,総 合 ク ラ ス の 中 で 〈ホ ー ム ペ ー ジ作 成>と い う活 動 を実 践 し て
み た い と思 っ た 。 それ は,最 近 の留 学 生 た ち を観 察 して い る と,パ ソ コ ン
を よ く使 って い て,メ ール や ワー プ ロの 日本 語 入 力 は完 壁 で,レ ポ ー ト作
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成 の資 料 探 し にWEBサ イ トも よ く利 用 し て い る 。 また,他 人 が 作 っ た
サ イ トを見 るだ けで は物 足 りな くな っ て きて 自分 のぺ 一 ジ が持 ち た い が,
具 体 的 に ど うした らい い の か わ か らな い と い う学 生 た ちが 多 く見 られ る よ
うに な っ て きた 。 そ れ で,〈 ホ ー ムペ ー ジ作 成 〉 とい う活 動 が 学 生 た ち の
目本語 学 習 の動 機 付 け ・意 欲 につ な が るの で は ない か と考 え て み た か らで
あ る。
筆者 は,目 本 語 教 育 とは教 師 が文 型 や語 彙 を順 番 に与 え て学 習 者 に理 解
させ る こ とだ け だ と は思 っ て い な い 。 も ち ろ ん,学 習 者 の レベ ル に よ っ
て,教 師 の与 え る部 分 が多 くな る こ と もあ るだ ろ うが,学 習 者 自身 の表 現
とそ こ か ら始 ま る コ ミュ ニケ ー シ ョン を大 切 に した い と思 うの で あ る。 目
本 語教 育 にお け る表 現 とい うと,基 本 的 に は言 語 表 現,つ ま り,音 声 に よ
る 口頭 表 現 と文 字 に よ る文 章表 現 とい うこ とに な る 。 しか し,実 際 の人 問
コ ミュ ニ ケー シ ョンは,口 頭表 現 と文 章 表 現 だ け で成 り立 って い るわ け で
は ない だ ろ う。
〈ホ ー ム ペ ー ジ作 成 〉 とは,「 自分 が表 現 した い と思 って い る こ と を文 字
と画像 の 一体 化 した形 式 の 中 に作 り出 す こ と」 で あ る。 そ れ は,目 本 語 で
文 章 を作 り,そ れ をホ ー ム ペー ジ形式 に 変換 して 記録 の た め に保 存 してお
く とい うこ とで は な い。 また,〈 ホ ー ム ペ ー ジ作 成>と は,学 生 が ひ と り
でパ ソ コ ンに 向 か っ て キー を打 ちマ ウス を動 か す だ け の作 業 で は な い。 目
本 語 ク ラス の 中 の活 動 と してぺ 一 ジ を作 って い く途 中 で,ま た作 り終 わ っ
た 後 で,教 師 や 他 の学 生 た ち との 目本 語 を使 った コ ミ ュニ ケー シ ョン も必
要 とな る。 「ホ ー ム ペ ー ジ作 成 と い う活 動 を通 し て,学 生 た ち が 目本 語 に
よ る言 語 コ ミュ ニ ケー シ ョン活 動 を行 い,目 本 語 能 力 を伸 ば す こ と」 で あ
る。
そ こ で本 稿 で は,総 合 ク ラス の 〈ホー ム ペ ー ジ作成 〉 とい う実 践 を通 し
て,目 本 語教 育 にお け る 「表 現 」 と 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョン」 の 可能 性 につ
い て考 え てみ た い 。
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2.〈 ホ ー ムペ ー ジ作 成>の 理論
2.1記 号 に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョン
池 上(1983:PP.2～3)は,「 伝 達 と表 現 」,つ ま り,「 コ ミュ ニ ケ ー シ
ョン」 につ い て,次 の よ うに述 べ て い る。
<或 る情 報 を他 者 に伝 達 したい と思 っ て い る人 が ま ず な さな くて は な
らない こ と は,そ の まま では影 も形 も ない 情報 に形 を与 え て,相 手 に
も感 じ とっ て 貰 え る よ うにす る つ ま り,「 表 現 」 す る(表 に 現 わ
す)一 こ とで あ る。 「表 現」 は 二 つ の性 質 を備 えて い な けれ ば な らな
い 。一 っ は,情 報 の 内容 を表 わ し て い る こ と,も う一 つ は,相 手 に よ
っ て知 覚 され うる とい うことで あ る。 そ の よ うな両 面 を備 え,表 現 の
役 を示 す も の一 そ れ が 一般 に 「記 号 」(sign)と 呼 ば れ る もの で あ
る 。>
ま た,室 井(1999:P.153)は,「 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン」 につ い て フ ル ッ
サ ー の説 を次 の よ うに引 用 してい る。
〈人 間 は本 質 的 に 「コ ミュニ ケ ー シ ョ ン」 す る動 物 で あ る 。 そ して,
コ ミュ ニ ケー シ ョン を行 うこ とに よ っ て,ぼ くた ち は宇 宙 を支 配 す る
「熱 力 学 の第 二 法 則 」 に抗 して エ ン トロ ヒ。一 を減 少 させ て い る。 っ ま
り,コ ミュ ニ ケー シ ョンは人 間 の 「死 に抗 う活 動 」 なの で あ り,そ の
結 果 と して作 り出 され た もの が文 化 や 文 明 で あ る。>
〈人 問 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンは世 界 や 経 験 そ の もの につ い て の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョン で は な く,「 世 界 の 記 号 」 に つ い て の コ ミ ュニ ケー シ ョ
ンで あ る 。世 界 を記 号 に 変換 す る こ とに よ っ て,ぼ くた ち は世 界 や 経
験 を理 解 可 能 な も の に変換 して い る の だ 。 そ の記 号 とは,言 語 で あ っ
た り,視 覚 ・聴 覚 イ メー ジで あ っ た りす る わ け で あ るが,単 にば らば
らに記 号 が集 積 され るの で は な く,一 定 の仕 方 で組 織化 され る こ とに
よっ て,意 味 と して理解 可能 な もの とな る 。つ ま り,記 号 は シ ス テ ム
化 され るわ け で あ る が,こ の シ ス テ ムヘ の組 織 化 の規 則 を 「コー ド」
と呼 ぶ こ とが で き る。〉
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つ ま り,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン とは,発 信 者 が表 現 した い伝 達 内容 を コー
ドに従 って記 号 化 す る こ とで メ ッセ ー ジ を作 り,そ の メ ッセ ー ジ が受 信 者
に達 し,受 信 者 は コー ドに従 っ て メ ッセ ー ジ の記 号 を解 読 して伝 達 内容 を




主体の身体であり,声 である。人間の音声言語は,そ の複雑性,多 様性に
おいて,こ れまでに地球上の生物が発明した中で最高のコミュニケーショ
ン手段であった。 しかし,一 回だけの出来事,つ まり,記 録性,保 存性が
ない。文字の発明により,人 問はコミュニケーション内容を記録 し,時 間
空間を自由に移動 させ ることができるよ うになった。15世 紀 の印刷術発




ようになった。20 ,世紀 になって,聴 覚情報 のラジオ,視 聴覚情報 のテレ
ビ放送が始まり,遠 方の大量の人に伝達できるようになった。しかし,情
報の記録や伝達の方法 としては,写 真は印画紙に焼 き付け,文 字は紙に印
刷 し,音 声はテープレコーダーに録音し,映 像はビデオテープに録画する
というように,別 のメディァを利用 しなければならなかった。21世 紀 を
迎えた現在,文 字 も音声 も写真 も動画映豫も同じデジタル情報 としてひ と
つにまとめて記録 し・インターネットにより瞬時に宇宙までも伝達できる
ようになったのである。
1)記 号 とコー ドの関 係,コ ー ドと文 化 の関 係 は,コ ン テ ク ス ト ・ノイ ズ ・チ ャ
ンネ ル な どの要 素 と共 に コ ミュ ニ ケー シ ョ ン成 立 に必 要 な もの で あ るが,本 稿 で は
省 略 す る 。
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2.3目 本 語 ク ラ ス に お け る 〈ホー ム ペ ー ジ作成 〉
目本 語 ク ラ スで は,コ ミ ュニ ケー シ ョン ・メ デ ィ ア の発 達 に伴 っ て,さ
ま ざま な コ ミュ ニ ケー シ ョン ・メ デ ィ ア を取 り入 れ た教 育 が行 われ て い る
が,21世 紀 とな った これ か らは文 字 も音 声 も映 像 も一 体化 した デ ジ タ ル
的活 動 の 可 能 性 が 広 が っ て い くだ ろ う。 そ の一 例 が 〈ホ ー ム ペ ー ジ作 成 〉
で あ る 。
〈ホー ムペ ー ジ作 成>と は,「 自分 が表 現 した い と思 っ て い る こ と を文 字
と画 像 の一 体 化 した形 式 の 中 に作 り出 す こ と」 と 「ホー ムペ ー ジ作 成 とい
う活 動 を通 して,学 生 た ち が 目本 語 に よ る言 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン活 動 を
行 い,目 本 語 能 力 を伸 ば す こ と」 とい う活 動 で あ る が,以 下 の よ うに言 い
換 え るこ とが で き る 。
まず,発 信 者 とな る各 学 生 が表 現 した い伝 達 内容 を コー ドに従 っ て記 号
化 す る こ とで メ ッセ ー ジ を作 る一 記 号 化 一 とい う活 動 が行 わ れ る 。 メ
ッセ ー ジ を作 る記 号 は,目 本 語 とい う言 語 の文 字 が 中心 で あ る が,文 字 で
書 か れ た 内容 だ け で な く,文 字 の形 や 色 や 大 き さ,背 景 の色,写 真,リ ン
クな どで デ ザ イ ン され た ぺ 一 ジが メ ッセ ー ジ とな る。学 生 に とっ て表 現 と
は 目本語 だ け で は な い の で あ る。 もち ろ ん,何 か を表 現 した い と思 う時 に
は表 現意 図 とい うもの が あ るはず で あ る。表 現 意 図 は,表 現 者 本 人 に しか
わ か らな い もの で あ り,メ ッセ ー ジ の 中 に は っ き り と現 れ る も の で は な
い。 そ れ を伝 え るた め には表 現者 自身 が言 語 で 説 明 す るの が よい方 法 で あ
る と思 わ れ る。説 明 す る時期 は,メ ッセ ー ジ の 伝達 の前 で も メ ッセ ー ジ の
伝 達 が終 わ って か らで も よい と思 わ れ る。 そ れ は,表 現 者 が メ ッセ ー ジ の
伝 達 前 に表現 意 図 を強 調 しす ぎる と,解 釈 の 幅 が狭 ま って し ま うか らで あ
る。
次 に,ホ ー ムペ ー ジ とい う形 とな った メ ッセ ー ジ は,FTPと い う過 程
を経 て,イ ン ター ネ ッ ト上 で公 開 され る。 受信 者 で あ る学 生 は,パ ソ コ ン
の ブ ラ ウザ の画 面 を通 して ぺ 一 ジ を見 る。 つ ま り,受 信 者 で あ る各 学 生 が
コー ドに従 っ て各 学 生 が作 った メ ッセ ー ジの 記 号 を解 読 して 伝 達 内容 を得
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日本語クラスにおける 〈ホームページ作成>と は,単 にぺ一ジを作って
メッセージの表現を行 うだけでなく,表 現意図や記号解読について レポー




2000年 度秋学期 の総合6Eク ラスと6Fク ラスを例 としてとりあげて
みたい。この2つ のクラスは,学 部生や大学院生(正規の学生と科 目等履
修生がいる)対象のクラスであった。同じ教室(14号 館603教 室)さ授業
が続けて行われたために,ど ちらのクラスも時問のある学生は2コ マ続
きで出席するようにな り,最 終的に一クラスとなって しまった2)。クラス
活動の一っは,「 自分が表現したい と思っていることを文字 と画像の一体
化 した形式の中に作 り出すこと」であり,具 体的には,各 学生が個人ぺ一
ジを作成 して,個 人で公開するという形で実践 した。学生たちが作 ったホ
ームページ作品の中から学生たちに人気の高かったもの,教 師がおもしろ
いと思った作品を紹介したい。
2)1999年 度 春 学 期,秋 学 期,2000年 度 春 学期,秋 学 期 の ク ラ ス活 動 の詳 しい
内容 と学 生 の作 品 の 一部 はhttp://faculty。web。waseda,acjp/kawachiで 公 開 中 。
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ぺ一ジの一番上に 「私 と家族」 というタイ トル,そ の下に両親の結婚当時
の写真,そ れから,上 のように文章が始 まる。両親の話,3人 の姉 の話,







せなことである。その上,親 の変わ りに,バ ンコクの家に住ん
3)学 生Sの 作 品は,背 景 の色 は うす い ピンク,文 字 は明朝体 のHTML形 式






















作品2:学 生0作 成 の 「王凱水墨芸術の世界」より 「雪」")
水墨画の 「雪」 という作品は日本の北海道で描いたものであ
る。北海道の四季の移 り変わ りは,厳 しくもあり,優 しくもあ
る。そこに数回スケッチに行って くるたびに,豊 かな自然に感
動させられた。その魅力に触発され,絵 画という手段で素晴ら
4)学 生0の 作品 は,背 景 の色 は ブルー のHTML形 式 で作 られ てい る。本稿
へ引用 のため形式 を変更 した。
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洋の筆 と西洋の彩による大地 と自然の現代美学～と題 し,0自 身が描 い
た絵に目本語で説明を加 える構成 となっている。ぺ一ジは表紙のほかに5
ぺ一ジあり,そ れぞれにタイ トルがついている。「桂林 山水」「雪」「驚涛」
「水郷」「江南奇雨」である。表紙ぺ一ジか らそれぞれのぺ一ジにリンクが
張ってある。絵は,一 度写真 に撮 ってからスキャナーで取 り込んでいる。
0の メッセージは絵 という芸術 である。漢詩や 目本語の詩を組み合わせ
て表現することもある。また,0は,自 分 の芸術について 目本人に理解
してもらうために,目 本語で話 し文章 を書いてきた。ただ,0が ほんと
うにメッセージを伝えたいのは,芸 術が理解できる目本人に限 られている
ようにも思える。0自 身が必要 と考えている目本語は,生 活 に必要な言
葉 と芸術について語る言葉だけである。しかし,留 学生 として在学 してい
る以上 目本語クラスに出席 しなければならない。そんな0に とって,従
来の日本語 クラスは苦痛であったようだ。このクラスで0は 今 まで自分
が表現 してきたことをホームページという新 しい形式に変換することで新
たに表現することができたのである。
他の学生の作品は,「僕は誰 かP」 「友達の話」「心理学の不思議 な世界
への探検」「JURA-PARK」 「ANNE」 「アジァにおける目本文化の影
響」「タイ国」「私のホームページ」,自 己紹介や趣味,家 族,故 郷の紹介
や日本での体験などである。
3.2メ ッセ ー ジ を め ぐる言語 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン
2000年 度 秋 学 期 総 合6E・6Fク ラ ス で は,ホ ー ムペ ー ジ作 成 中 もク ラ
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ス内 では 目本 語 が使 わ れ て い た。教 師 か らの指 示,学 生 か ら教 師 へ の質 問
は も ち ろん,学 生 同 士 で 目本 語 以外 に共遙 言 語 が あ って も,目 本 語 が使 わ
れ て い た 。「ホ ー ム ペ ー ジ作 成 とい う活 動 を通 して,学 生 た ち が 日本 語 に
よ る言語 コ ミ ュニ ケー シ ョン活 動 を行 い,目 本 語能 力 を伸 ば す こ と」 の実
践 で あ る。学 生 全 員 が ホ ー ム ペー ジ を完 成 させ,公 開 に至 った 後,さ らに
目本 語能 力 を伸 ば す た めの コ ミュニ ケ ー シ ョン活動,つ ま り,自 分 のぺ 一
ジ作 成 の表 現 意 図,「 自分 が何 を表 現 した か っ た の か」 「な ぜ そ れ を選 ん だ
の か」 「ど う表 現 した の か」 と,他 人 のぺ 一 ジ の解 釈,「 他 人 の 作 品 を見 て
何 を感 じた か」 「何 が わ か っ た の か」 な ど につ い て 目本 語 で 発 表 し合 い,
感 想 を言 い合 い,そ れ を文字 化 して残 す とい う活動 を行 った 。
表 現意 図 に 関 して は,以 下 の よ うな記 録 が 残 って い る。上 の例 で あげ た
Sの レポ ー トに は 「生 れ て か ら今 まで 一番 い い 印象 を受 け た こ とは家 族 で
す 。 子 供 か ら今 ま で家 族 の幸 わせ な こ と を思 い だ した い 時,「 私 と家 族 」
の ポ ー ぺ 一 ジ を見 っ た ら最 高 と思 っ て い る。」 と書 か れ て い る。0の レ
ポ ー トに は 「芸 術 は よ り自 由 な発 想 と精 神 の表 現 で あ り,社 会 ・歴 史 ・
人 生 な ど を素 直 に提 示 し発 表 す る こ とに よ っ て新 しい 意識 ・観 察 力 ・表 現
力 を備 え た 個 性 的 な絵 画 で独 自の 美 を表 した い と い うの が私 の 本 音 で あ
る。」 と書 か れ て い る。 そ の他 の学 生 た ち の レポー トに は 「私 は心 が 暖 か
くな る話 が した か っ た ん です 。 そ れ で,私 が考 え た時 自分 の 心 が暖 か く
な る の が感 じ られ る友 達 とい うも の を話 題 に し ま した 。」 「タ イ の こ と の
HOMEPAGEを 作 った理 由はみ な に タ イ の こ と を ち ょっ とで も教 え た
い です 。」 「ホ ー ム ペ ー ジに伝 いた か った の は,ア ジ ァ の 中 で 目本 の影 響 が
非 常 に深 い とい うこ とで あ る。別 に悪 い こ とで は な い と思 う。 エ シ ァ ン ァ
イデ ンテ ィテ ィー(AsianIdentity)が 強 くな る傾 向 で は な い か と私 が 思
う。」 ぺ 一 ジの デザ イ ンに 関 して 「背 景 の色 は,私 は ヒ。ンク の色 が好 きで
最 初 のぺ 一 ジ は ピ ン ク で,… …」 「和 風 ら しい雰 囲 気 を作 る た め に,伝 統
的 な文字 を使 った 。背 景 の色 はわ ら紙 を表 して い る。」 「この ク ラス の授 業
が終 わ る と こ ろは新 年 と ク リスマ ス の前 ご ろ と思 っ て,ぺ 一 ジ の表 紙 に ミ
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ッキー の写 真 を入 れ ま した。」 な ど書 かれ て い る。
また,他 の学 生 のぺ 一 ジ の解 釈 に 関 して は,以 下 の よ うで あ る。Sの ぺ
一 ジを見 た学 生 た ち の感 想 は,「Sさ ん は とて も 自分 の家 族 をす ご く大 切
に して い る こ とが 分 か りま した 。彼 女 のぺ 一 ジ を見 た ら心 が とて も あた た
か くな る こ と を感 じま した 。」 「ご家 族 は本 当 に幸 福 で う らや ま しい 。」 「最
初 と最後 の お 父 さん とお母 さん の しゃ しん が何 とな く気 に入 ます 。」 「Sさ
ん の家族 に対 す る気持,感 情 が よ く分 か る。」 「かぞ くの こ と につ い て色 ん
な こと をか い て,あ た た か い か ぞ く と思 い ます 。HOMEPAGEを 見 た
私 もあ た た か い 気持 も う けて い た 。」 な どが レポ ー トに書 か れ て い る。0
の ぺ 一 ジ に つ い て は,彼 が 画 家 で あ る こ と を知 ら な か っ た 学 生 が 多 く,
「絵 が きれ い」 「言 葉 が む ず か しい」 な どで あ った
。 友 達 をテ ー マ に した学
生Cの ぺ 一 ジ を見 て,「 あ なた の友 達 を大 切 に す るの気 持 ちは私 は好 き で
す 。」 「BESTFRIENDが い て,と て もLUCKYだ と思 い ます 。」 「C
さんは,現 代 人 に お い て何 が大 事 で あ る か を思 って,心 の 暖 か くな る内容
を 自分 の ぺ 一 ジ に の せ よ うと したみ たい です 。特 に,自 分 が成 長 して い く
うちに友 情 とい う もの を考 え て二 人 の友 達 と の関係 を あ りの ま ま を素 直 に
素 朴 に表 現 した と こ ろが とて もす ば ら しい と思 い ま した 。」 な どが レポ ー
トに書 か れ て い た 。
レポ ー トを書 い た後,順 番 に 口頭 発 表 を行 い,簡 単 な話 し合 い を した 。
Sの 発 表 の後 は,全 員Sの 家 族 の多 さ に驚 き,家 族 の 絆 につ い て話 し合
っ た。Cの 発 表 の後 は,友 だ ち を持 っ こ との す ば ら し さ につ い て 話 し合
っ た。 ま た,0の 発 表 は,レ ポ ー トに書 い た 通 りの言 葉 を読 ん だ もの だ
っ たの で,言 葉 の使 い方 が専 門 的 す ぎて他 の学 生 た ち に表 現 意 図 を うま く
伝 え られ な か っ た よ うだ 。 こ の時 は じめ て0が 画 家 で あ る こ と,ぺ 一 ジ
上 の絵 は0自 身 が 描 い た もの で あ る こ と を知 っ た学 生 もい て,話 し合 い
は あま り盛 り上 が らな か っ た。 や は り,目 本 語 ク ラス の活 動 で あ る こ と を
考 える と,メ ッセ ー ジ の内 容 そ の もの は専 門的 で あ っ て も,内 容 につ い て
説 明す る時 に は,他 の学 生 に理 解 で き る 目本 語 表 現 能 力 が必 要 で あ る。 そ
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れでも,0の 絵のすば らしさだけは通 じたようである。
作品をインターネット公開できた時点で来なくなった学生 も何人かいた
が,最 後まで出席 し続けた学生たちは,自 分の作品を通 して自分自身につ
いて語 り,学 生同士,学 生 と教師問の理解 が深 まったように思える。さま
ざまな作品があ り,さ まざまな角度か ら評価を与えることができるが1単
に目本語の文法が正確であるからよい とか,心 の中にある深い考えを言葉
で表現しているから優れているとかだけでなく,言 葉は少な くても,ぺ 一
ジを見た人の心 を暖かくするような作品に対しても評価 したい と思 う。こ
れは,ク ラスが作品公開までで終わってしまうのではなく,言 語 コミュニ
ケーションの時間があったからこそ言えることである。
4.総 合クラスの中の 〈ホームページ作成>
1～3で 述べたこと,学 生が残したレポー トなどから,2000年 度 を中心
に,総 合クラスの中の 〈ホームページ作成>と い う活動 について改めて考
えてみたい。
〈ホームページ作成>と は,「 自分が表現 したいと思っていることを文字
と画像の一体化 した形式の中に作 り出すこと」「ホームページ作成 という
活動を通 して,学 生たちが目本語 による言語 コミュニケーション活動 を行
い,目 本語能力を伸ばすこと」,つ まり,〈メッセージの表現>と 〈メッセ
ージをめぐる言語 コミュニケーシ ョン>を 行 う活動である。2000年 度の
学生向け講義内容(総合クラス全般)を 見ると,次 のように書いてある。









4.1達 成 感 の得 られ る よ うな具 体 的 な 目標 を持 っ た活 動
自分 の ホ ー ムペ ー ジ を作 ってみ た い と い う意 欲 を持 った 学生 た ち に とっ
て,〈 ホ ー ムペ ー ジ作 成>と い う活 動 の 中 の'〈メ ッセ ー ジ の表 現>は 具 体 的
目標 で あ り,こ れ が完 成 で きれ ば 学 生 た ち は達 成 感 を得 る こ とが で き る。
ホ ー ムペ ー ジ とは,文 字 で書 かれ た 内容 だ け で な く,文 字 の形 や色 や 大 き
さ,背 景 の色,写 真,リ ンク な どで デ ザ イ ン され たぺ 一 ジ で あ る 。 自分 自
身 の中 に表 現 した い もの が あ り,文 章 や 写真 な ど で少 しず つ具 体 的 な形 に
作 り上 げ て い く,そ の過 程 そ の もの が達 成 感 へ と結 び つ くの で あ る 。達 成
感 その もの は,目 本 語 能 力 だ け に限 定 せ ず,コ ン ヒ。ユー ター技 術 に ま で広
げ られ る と考 え られ る 。
実 際,学 生 た ち の授 業 開始 時 点 の ア ン ケー トで は 「イ ン ターネ ッ トを よ
く使 って い るの で,も っ とた くさん の知 識 を勉 強 した い 。」 「ホ ー ムペ ー ジ
を作 るだ けで な く,い ろ い ろ コ ン ヒ。ユー ター に関 す る知 識 を勉 強 した い 。」
な どコ ン ヒ。ユー タ ー に つ い て学 び た い とい う声 が 多 か った 。授 業 後 の レポ
ー トで は 「初 め て 自分 で ホ ー ムペ ー ジ を作 る こ と をで きた の で とて も嬉 し
い です 。 そ して誰 か に や くにた つ と も っ と嬉 しい です 。」 「ホ ー ムペ ー ジ を
作 るの は ず いぶ ん前 か らす ご くや りた か った もの で した の で頑 張 ろ う と思
い ま した 。 そ れ で徹 夜 す る時 も あ りま した け ど全 然 つ かれ るの も知 らな か
っ たで す 。」 「い ろ い ろ調 査 した り,書 い た り,考 えた りして,少 しず つ 形
が見 える よ うに な っ た時 に は とて も うれ しい で した 。 もっ と もっ と自分 を
表 現 した い な と思 い ま した 。」 「ホ ー ム ペ ー ジ を見 る こ と もむず か し くて私
が直接 作 った こ とは とて も うれ しい で す 。」 「以 前 は 自分 が ホー ムペ ー ジ を
作 る とは ゆ め に も見 え な か った ん で す 。 た だ そ れ は コ ン ピュー ター 専 門 の
人 た ちが作 る ぺ一 ジ だ と思 って い ま した 。 ク ラス に出 て か ら始 め て ホー ム
ペ ージ を作 る の は私 の知 識 を増 える ば か りで な く,知 らぬ こ と,知 らぬ 知
識 へ の勉 強 の勇 気 を与 え て ま した 。」 「私 も今 度 のHOMEPAGE作 りが
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初 め て だ っ た ん で,最 初 には 心配 しま した が,今 は ほλ・と うに この授 業 を
とっ て よ か っ た と思 って い ます 。作 る 間 にず っ と楽 しか っ た し,自 分 の何
か が完 成 にな っ て行 くこ と を見 る の は うれ しい で した 。」 な ど書 か れ て い
る 。
4.2目 本語による主体的な活動と的確な日本語表現能力
主体的活動とは,教 師が内容を与えるのではな く,学 生が主体的に活動
することである。〈ホームページ作成>と いう活動の中の 〈メッセー ジの
表現>に 関しては,日 本語の文字表現だけに限 らず,学 生たちが主体的に
ぺ一ジのデザインをするものである。文字数の多さや論理的文章を書 くこ
となどにはとらわれずに,文 字の色 ・形 ・大きさ,背 景 の色,写 真や絵,
リンクなどを組み合わせて,各 学生が自分 自身のぺ一ジを作 るのである。
〈メッセージをめぐる言語 コミュニケーション>に 関 しては,自 分 自身
の表現意図について,ま た,他 の学生のメッセージに対する解釈について
のレポー トを書き,ク ラスで表現者の発表を聞き,そ のテーマについてさ
らに話 し合 うなど,積 極的に目本語で言語 コミュニケーションを行 う。メ
ッセージの表現の幅が広がれば,解 釈の幅 も広がり,言 語コミュニケーシ
ョンも活発になる。これは目本語表現能力を高めることにつながり,そ れ




2000年 度のクラスでは,学 生たちが表現 したいテーマを決める時に,
教師から特に 「問題発見」 という言葉は出 さなかった。ぺ一ジを作 る前




く うち に,内 容 に関 して もぺ 一 ジ作 成 の コ ン ヒ。ユー ター技 術 に関 して も少
しずつ 新 しい発 見 を し,自 分 自身 の カ で解 決 して い った の で は な い だ ろ う
か。
ク ラス最 後 の ク ラ ス活 動 に関 す る レポ ー トを読 む と,学 生 た ち が 自分 自
身 を客 観 的 に見 て い る こ とが わ か る。 「今 回 を通 じて,ホ ー ム ペ ー ジ作 り
の大変 さ を感 じま した。 自分 が思 った とお りに表 現 す る こ とが どれ ほ と難
しい か をわ か りま した 。イ ン ター ネ ッ トで普 通 に 見 え るホ ー ムペ ー ジ にお
お い な 時 間 と努 力 が入 っ て い る こ とが わ か りま した 。」 「ホ ー ムペ ー ジ とい
うもの は他 の人 にみ せ る の が 目的 だか ら内容 も重 要 だ け ど画 面 構 成 が も っ
と重 要 な こ とだ と感 じ ま した 。 文 章 も長 い よ り短 い ほ うが よみ や す い し,
自分 の紹 介 を書 い た もの に は興 味 を も って読 む の が む ず か しい こ とだ の も
感 じま した 。」 「内容 面 で は うち の家 族 の個 人 的 な話 な の で,他 人 に見 せ る
の がは ず か しい け ど,私 の家 族 に は 目本 の 生活 の 中 で ぬ か せ ぬ重 要 な資 料
に な りま した 。 また,目 本 に来 て,い ま まで の 生 活 をふ りか え て見 る反 省
の時 問 もな った し,こ れ か らの 目本 の生 活 を ど うす ご す か な計 画 す る有 益
な時 間 を持 つ こ とに な りま した。』 「こ の授 業 は とて もお も しろ い です 。 目
本 語 の 書 く能 力 を高 め る と と もに コン ヒ。ユー ター の能 力 を高 め ます 。 自分
の た め に とて も役 に 立 ち ます 。 ホー ムペ ー ジ を作 る こ とは仕 事 をす るみ た
い です 。計 画 を立 て て,文 章 を書 くこ と,写 真 を組 み 合 わ せ るこ と,ど の
よ うに 順 番 に しな けれ ば な りませ ん か とよ く考 え な けれ ば な りませ ん 。」
「今 まで は コ ン ヒ。ユー ター とかHOMEPAGE作 り とか に い つ も 「こ わ
い」 と思 っ て,今 度 の授 業 で そ れ に つ い て 自信 感 を持 つ よ うに な りま し
た 。」 「私 は本 当 に この ク ラス で勉 強 した も のが 多 い の で あ ります 。 コ ン ヒ。
ユー ター を通 して 自分 を表 現 して み た い と思 っ た こ とが 最 初 の き っか け で
した。 しか し,こ の 時 問 を通 して 自分 のホ ー ムペ ー ジ をつ くって い く過 程
の 中 で,自 分 を ど うや って表 現 す る の か だ け で な くて,自 分 は どん な人 で
ある の か とい う自己 認識 と 自己認 知 の方 が もっ とは っ き りした の で あ りま
す 。私 は特 に今 心理 学 を勉 強 して い て,音 楽 や 映 画,美 術 に もす ご く興 味
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が あ って,最 初 か ら私 の ホー ムペ ー ジ に そ の よ うな こ と をの せ よ うと 目標
に し て,っ い に完 成 す る の が で き た の で す 。 今 度 の ぺ 一 ジ をつ く り な が
ら,自 分 で い ろ い ろ調 べ た り して心 理 学 や 映 画 に 関 して も も っ と 自分 が わ
か らな か っ た こ と もわ か る よ うに な っ て とて も勉 強 に な りま した 。 ま た イ
ン タネ ッ トを通 して他 の人 の ホー ムペ ー ジ も関心 を持 って 見 る こ とに な り
ま した 。全 体 的 な ぺ 一 ジ の構 成 や調 和 な ど,ま た,コ ン ピ ュー ター技 術 な
どに もい ろい ろ知 識 が得 られ ま した 。」
以 上 の こ とか ら,総 合 ク ラス の中 の 〈ホ ー ムペ ー ジ作 成>と い う活 動 に
っ い て 次 の よ うに ま と める こ とが で き るだ ろ う。
(1)自 分 の ホ ー ムペ ー ジ を作 って み た い とい う意欲 を持 った 学 生 が,目
本語 の 文 字 で文 章 を書 くだ けで な く,文 字 の 色 ・形 ・大 き さ,背 景
の色,写 真 や 絵,リ ンクな ど を組 み合 わ せ て,自 分 自身 のぺ 一 ジ を
デ ザ イ ンす る。 そ れ に よ り 〈メ ッセ ー ジ の表 現>を 行 う。
(2)目 本 語 に よ る 〈メ ッセ ージ を め ぐる言 語 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン>に よ
り,目 本 語 表 現 能 力 を高 め る。 さ らに,言 葉 を超 え た感 情 の コ ミュ
ニ ケー シ ョン ま で発 展 させ る。
(3)こ の よ うな活 動 か ら学 生 た ち が得 られ る達 成 感 は,日 本 語 能 力 に限
定 され ず,コ ン ピ ュー ター 技 術 や さ ま ざ ま な知 識 に ま で広 げ られ
る 。
5.今 後 の課 題 ・可 能性
〈ホー ムペ ー ジ作 成>は,コ ン ピュー ター が使 え る ク ラ ス環 境 で あれ ば,
「総 合 」 とい うク ラ ス の 中 だ けで行 わ れ な くて も よ い と考 え られ る。 例 え
ば,も し も 「コ ン ヒ。ユー タ ー の使 い方 」 とい うク ラ ス が将 来 で きれば,そ
の 中 で 〈メ ッセ ー ジ の表 現 〉 の部 分 を扱 うこ と もで き る だ ろ う。 「文 章 表
現 」 ク ラス の 中 で メ ッセ ー ジ の 目本 語 表 現 につ い て の み注 目す る こ と もで
き る だ ろ う。 「口頭 表 現 」 ク ラスで 学 生 が 自分 で 作 っ た ぺ 一 ジ につ い て発
表 し,話 し合 い,レ ポ ー トを書 く とい う くメ ッセ ー ジ を め ぐる言 語 コ ミ ュ
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ニ ケー シ ョン>中 心 の ク ラ ス を作 る こ と もで き る だ ろ う。 こ の場 合 ,〈 メ
ッセ ー ジ をめ ぐる言 語 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン〉が 目本 語 で あれ ば,メ ッセ ー
ジの 中 の言 語 は 目本 語 で な くて も よい と も考 え られ る 。
これ か らのホ ー ムペ ー ジ は,文 字 と写 真 や 絵 な どの静 止 画 の ほ か に,音
声(人 の声 ・BGM・ 効 果 音 な ど)や 動 画(ビ デ オ や ア ニ メー シ ョン な ど)
も簡 単 に入 れ られ る よ うにな り,ま す ます メ ッセー ジ の表 現 の幅 を広 げ る
こ とが で き る よ うに な る だ ろ う。〈メ ッセ ー ジ の表 現>に 関 して は 目本 語
教 師 の手 に負 えな くな るか も しれ な い 。 コ ン ヒ。ユー ター の 専 門家 と協 力 し
な が らク ラス を作 って い くこ と も多 くな る だ ろ う。 しか し,目 本 語 ク ラス
の活 動 で あ れ ば,〈 メ ッセ ー ジ をめ ぐ る言 語 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン>は 絶 対
必 要 で あ る。
イ ン ター ネ ッ トとは,不 特 定 多 数 の相 手 に瞬 時 に 同 じ情 報 を送 る こ とが
で き る道 具 で あ る 。学 生 が作 成 したぺ 一 ジ をイ ン ター ネ ッ トで学 外 に も公
開 して,ク ラス を超 え た コ ミュ ニ ケー シ ョンの場 を作 り出す こ と もで き る
か も しれ な い。 ホー ムペ ー ジ作成 技 術 で手 間 が か か っ て い る今 の状 況 で は
ま だ無 理 で あ るが,学 生 た ち が全 員 既 に 自分 の ぺ 一 ジ を持 っ て い るか,1
～2週 問 で作 り上 げ る こ とが で き る よ うにな れ ば
,可 能 にな る か も しれ な
い。不 特 定 多数 に メ ッセ ー ジ を送 る とな る と個 人 情 報 や 著 作 権 な どさ ま ざ
まな問 題 が出 て くる可能 性 が あ り,学 生 た ち はぺ 一 ジ作 成 時 にイ ン ター ネ
ッ ト倫 理 を身 に 付 け て い な ければ い け な い。 目本 語 ク ラ スの 中 にイ ン ター
ネ ッ トを取 り入 れ る こ とは ます ます 増 え て い く と思 わ れ るが,目 本 語教 師
は,パ ソコ ン操 作 の技 術 は もち ろ ん の こ と,イ ン ター ネ ッ ト倫 理 につ い て
も まだ まだ勉 強 す る必 要 が あ る だ ろ う。
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